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２０２５年度 第７回アジア地域研究科委員会 

 

                           日時：２０２５年１２月２日（火）教授会終了後 

場所：管理棟３階第１会議室 

 

日  時：２０２５（令和７）年１2月 2日（火）１７時１０分～１７時４４分 

場  所：管理棟３階第１会議室 

定  数：２１名 ※議事の定足数に算入しない者(3名) 

出席者数：１７名 

   欠席者数：１名 

 

議  長：須田敏彦(研究科委員長) 

 

附議事項 

議案 

１．修士学位論文計画書の提出状況について                                            （資料 101） 

２．大東文化大学大学院学則第 56条に基づく 2025年度学長賞候補者の推薦について            （資料 102） 

３．大学院留学生の論文日本語添削補助制度－英語を母語としない大学院生の英語論文添削支援を含む－につい 

て                                                                  （資料 103） 

４．2026年度大学院留学・フィールドワーク再募集の応募結果について                         （資料 104） 

５．大学院における学習成果の評価に関する認証評価“改善課題”への対応について（継続） 

～提案１．ＤＰと各授業の関連度を示す「星付け表」の見直し～                                   （資料 105） 

６．2025年度アジア地域研究科評価指標・中間報告書について                              （資料 106） 

７．2026年度アジア地域研究科アジア地域研究専攻科目ナンバリングについて                    （資料 107） 

８．『大学院案内 2027』の制作について                                               （資料 108） 

９．その他 

 

報告承認事項 

１．大東アジア学論集原稿の著作権について                                             （資料なし） 

 

報告事項 

１．2026年度大学院学年暦(案)について                                              （資料 301） 

２．2026年度大東文化大学大学院学生外国留学申請について                               （資料 302） 

３. 2026（令和 8）年度大学院秋季入学試験手続き状況について                              （資料 303） 

４．「語学留学生フェア」参加報告について                                               （資料 304） 

５．2026年度全学プロジェクト事業（学長提案事業・公募採択事業）の決定について              （資料 305） 

６．研究推進室からの報告について                                             （資料 306） 

７．その他 
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■議事の経過及び結果  

須田敏彦アジア地域研究科委員長が議長となり、大東文化大学大学院学則第２６条の３に規定する所定の定足数に

達したので開会を宣した。前回研究科委員会議事録（２０２５年 11月 11日開催分）の回覧があり、研究科委員会はこれ

を承認した。引き続き、議案の審議に入り研究科委員会は次のとおり決議した。 

 

◆附議事項 

議案 

１．修士学位論文計画書の提出状況について                                            （資料 101） 

 議長より、資料１０１に基づき修士学位論文計画書の提出状況について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

２．大東文化大学大学院学則第 56条に基づく 2025年度学長賞候補者の推薦について            （資料 102） 

 議長より、資料１０２に基づき大東文化大学大学院学則第 56条に基づく 2025年度学長賞候補者の推薦について説

明がなされ、各センターから推薦があった場合、次回研究科委員会にて諮ることとし、委員会はこれを承認した。 

 

３．大学院留学生の論文日本語添削補助制度－英語を母語としない大学院生の英語論文添削支援を含む－について 

                                                                   （資料 103） 

 議長より、資料１０3に基づき大学院留学生の論文日本語添削補助制度について説明がなされ、11月末に申請締め切

りがあり、１件申し込みがあった旨の説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

４．2026年度大学院留学・フィールドワーク再募集の応募結果について                         （資料 104） 

 議長より、資料１０４に基づき 2026年度大学院留学・フィールドワーク再募集の応募結果について説明がなされ、申

込期日が、12月4日までとなっているため、応募があった場合は二役に一任する旨の提案があり、委員会はこれを承認

した。 

 

５．大学院における学習成果の評価に関する認証評価“改善課題”への対応について（継続） 

～提案１．ＤＰと各授業の関連度を示す「星付け表」の見直し～                                   （資料 105） 

 議長より、資料１０５に基づき認証評価“改善課題”への対応について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

６．2025年度アジア地域研究科評価指標・中間報告書について                              （資料 106） 

 議長より、資料１０６に基づき認証評価“改善課題”への対応について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

７．2026年度アジア地域研究科アジア地域研究専攻科目ナンバリングについて                    （資料 107） 

 議長より、資料１０７に基づき認証評価“改善課題”への対応について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

８．『大学院案内 2027』の制作について                                               （資料 108） 

 議長より、資料１０８に基づき認証評価“改善課題”への対応について説明がなされ、委員会はこれを承認した。 

 

９．その他 

 

Ⅴ．報告承認事項 

１．大東アジア学論集原稿の著作権について                                             （資料なし） 

 議長からの指名により金美珍准教授より、大東アジア学論集の著作権について、アジア地域研究科に帰属する旨の説
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明があり、委員会はこれを承認した。 

 

Ⅵ．報告事項 

１．2026年度大学院学年暦(案)について                                              （資料 301） 

 議長より、資料３０１に基づき 2025年度大学院学年暦(案)について、全研究科にて承認された旨の報告がなされた。 

 

２．2026年度大東文化大学大学院学生外国留学申請について                               （資料 302） 

 議長より、資料３０２に基づき 2026年度大東文化大学大学院学生外国留学申請について、報告がなされた。未実施枠に

ついては、１２月４日まで再募集となっている旨、周知があった。アジア地域研究科所属の大学院生から申請があった場合

は、二役に一任することとなった。 

 

３. 2026（令和 8）年度大学院秋季入学試験手続き状況について                              （資料 303） 

 議長より、資料３０3に基づき大学院秋季入学試験手続き状況について、報告がなされた。 

 

４．「語学留学生フェア」参加報告について                                               （資料 304） 

 議長より、資料３０4に基づき「語学留学生フェア」参加報告について、報告がなされた。 

 

５．2026年度全学プロジェクト事業（学長提案事業・公募採択事業）の決定について              （資料 305） 

 議長より、資料３０5に基づき 2026年度全学プロジェクト事業（学長提案事業・公募採択事業）の決定について、報告が

なされた。 

 

６．研究推進室からの報告について                                             （資料 306） 

 議長より、資料３０6に基づき、研究推進室からの報告（規則改正）についての報告がなされた。 

 

７．その他 

 議長より、2026年度アジア地域研究科科目担当について、次年度において、井上貴子教授が担当する大学院生が多

いことから、負担軽減のため、学部担当コマを調整する旨の報告がなされた。 

 

議長より、今後の主なスケジュールとして以下の点についてご周知ください。 

１月 13日（火）教授会後 第 8回研究科委員会 

 


